
  平成２５年度 もとす教育者道徳研究会役員・理事 
名誉顧問 所 美千敏 岐阜もとすモラロジー事務所参与 
顧 問  林  明夫 北方町教育委員長・本巣市教育センター 

  会 長  森山 政紀 北方町立図書館長 
  副会長  山下由美子 瑞穂市立本田小学校教頭 

村山 知子 本巣市立根尾小学校教頭 
松野 康司 北方町立北方小学校教頭 
神谷  肇 岐阜もとすモラロジー事務所代表世話人 

書 記  吉田 光宏 北方町立北方中学校教諭 
会 計  北村あずさ 北方町立北方西小学校教諭 
監 査  大野 美紀 本巣市立本巣中学校教諭 

   神原 重典 岐阜もとすモラロジー事務所 
 理 事  伊藤 清美 瑞穂市立本田小学校長 

森  健治 岐阜もとすモラロジー事務所 
   ※今年度、理事枠の本巣市・北方町道徳部会顧問は空席 
   平成２５年度 今後の主な活動計画         
 ８月 ７日（水）第５０回岐阜県教育者研究大会岐阜会場 
         １３：００ 岐阜市長良川スポーツプラザ 
  参加申し込みお早めに！  今年度から県下４会場 
   ※８月 ８日（木）１３：００ 大垣市情報工房 
   ※８月 ９日（金）１３：００ 関市わかくさプラザ 
   ※８月２０日（火）１３：００ 瑞浪市総合文化センター 
１２月２２日（日）役員・理事会 １７：００ 北方町立図書館 
３月 １日（土）実践研究会  １０：３０ 北方西小学校 

 ３月１５日（土）役員・理事会 １８：３０ 北方町立図書館 

 
 
 
 
   
 
  平成２５年６月２２日（土）午後、北方町立北方西小学校ひまわり 
教室において、もとす教育者道徳研究会（教道研）総会並びに講演会 
を開きました。平成２５年度の実質的なスタートです。 
当日は、２１名の方がご参加くださいました。今回もご多用の中を 

参加していただきました皆様、誠に有難うございました。 
この日は、モラロジー関係者が、 

県の行事で出席できない日でした。 
参加人数も懸念しておりました。役員 
も手薄で、講師接待もままならないと 
ころを、西原教育長さんにお助けいた 
だきました。 
森山会長の進行と北村会計の報告等で、無事総会が終了しました。 

森山会長のあいさつ要旨。「平成２４年度は、第４９回岐阜県教育者 
研究大会各務原会場で実践報告者を出せたこと、３月の実践研究会で 
２人の方から郷土に生きる児童の資料開発、一人の児童の心の成長を 
促した授業実践を発表してもらえたことに感謝したい。平成２５年度 
は、瑞穂市の仲間が加わり旧本巣郡で活動する元年となった。地道に 
活動していきたい。また、全国小学校道徳研究会岐阜大会を１年後に 
控え、その会場校となる地元 
本田小学校の応援部隊になる 
ように、本会も頑張りたいと 
思う次第。ご協力ください。」 
挨拶する森山会長、北村会計 

 



 

  

                    時間一杯、いいお話が次か 
ら次へと、聴くことができ 
ました。いい時にいいお話 
が聴けました。嬉しかった 
です。 

  森先生のお言葉の中に、 
 

教育＝今日行く、教師も親も毎日足を 
運び学び続け、自己を育てること。 
教養＝今日用、毎日課題を持って仕事 
や学習に取り組んで行こうということ 
が教師としてのあるべき姿であると、 
述べられました。 
 教育の町「北方」を発展させる大きな宝物をいただきました。私も

毎日の生活の中で生かしながら、少しでも広めて行きたいものだと、

思いました。森先生に心よりお礼申し上げます。 
 毎回、保育園・幼稚園の先生方が大勢参加していただいております

が、先生方のご努力が日々の実践に反映していくこと、とてもありが

たいです。 
 また、森山先生はじめ、お世話いただいた先生方にも、心よりお礼

申し上げます。ありがとうございました。 
    ６月 24 日           翠 誠治（写真最前列） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
講演者：森 英信氏 真正中学校長、可茂教育事務所長等歴任し退職、 

元真正町教育長、前岐阜県退職校長会長、現笠松町社会福祉協議会長 

※岐阜大学同期生の翠誠治氏が 
直ぐ感想を寄せられました。 
全文をご紹介させていただき 
感謝・お礼とします。 

先日はありがとうございました 
 私は大腸ポリープを摘出する 
ため、朝日大学村上記念病院に 
入院し、19 日に退院しました。 
入院中来し方を振り返りながら 
自分を見つめてみますと、余り 
の未熟さに恥じ入りました。     講演中の森 英信氏 
同時に、図書館からお借りした『道元』（立松和平著）を読み切りま 
した。その生き方の真剣さ、すさまじさに圧倒されました。そんな 
訳で、退院する時は「心」が全く「空」になっていました。22 日の 
講演会では、森先生のお話が吸い取るように身体に入ってきました。 
 同じ草が、田や畑で繁茂すれば「悪し」になり、長良川や揖斐川 
の河川で繁茂すれば、根を張り、堤防を固め、根の先は小魚の産卵 
場所となり、茎や葉は小鳥や虫の憩いの場所となる。更に人間は、 
弓矢の矢にも使い、日除けのよしず（葦簀）にもなる。これらは、 
みんな「良し」である。同じ物が、見方・捉え方によって、良くも 
悪くもなる。人間を見る、子どもを見る場合も、同じことが言える 
のではないだろうか。 
 一日に百回は人や物に「ありがとう」と言う努力、十回は言われ 
る努力、「ありがとう」という渦の中に幸せがある。…等々。 


